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再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）
担 当 課：道路局地方道・環境課
担当課長名：吉崎 収

事業名 事業 事業
区分 地方道 主体 徳島県一般県道 宮川内牛島停車場線（西 条 牛 島工区）

みやごうちうしのしまていしゃじょうせん さいじょううしのしま

起終点 自：徳島県阿波市西 条 延長
あ わ さいじょう

至：徳島県吉野川市牛 島 ３．２km
よしのがわ うしのしま

事業概要
一般県道宮川内牛島停車場線は、吉野川中流域を南北に貫き、緊急輸送道路に指定された重要な路線である

が、幅員は狭小で、特に吉野川を渡る一条南潜水橋は出水時には冠水により度々通行止めになるなど交通隘路
となっていた。本工区の整備により安全安心な通行を確保するとともに、吉野川中流域の南北軸の強化が図ら
れ、産業経済の発展と地域間の交流連携に寄与するほか、慢性的な渋滞を起こしている国道３１８号等の渋滞
緩和が図られる。

Ｈ６年度事業化 Ｓ４８年度都市計画決定 Ｈ８年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手
全体事業費 １５２億円 事業進捗率 ９７％ 供用済延長 ２．１km
計画交通量 6,500～8,900台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) ５/１８０億円 ２１１/２８７億円

１．６ 事 業 費： 4/179億円 走行時間短縮便益：187/262億円 平成２０年
(残事業) 維持管理費：0.90/1.1億円 走行経費減少便益： 21/ 23億円

４２．６ 交通事故減少便益：2.6/2.2億円
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交 通 量 変 動：B/C=38.3（交 通 量-10％） B/C=46.8（交 通 量+10％)
事 業 費 変 動：B/C=39.3（事 業 費+10％） B/C=46.3（事 業 費-10％）
事業期間変動：B/C=42.6（事業期間+10％） B/C=42.6（事業期間-10％）

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（渋滞損失解消時間 628千人時／年）
・物流効率化の支援（西条大橋の完成により吉野川渡河部で総重量25tの車両の通行が可能となる）
・災害への備え（徳島県地域防災計画における緊急輸送道路の整備が図られる）
関係する地方公共団体等の意見

宮川内牛島停車場線は地域交流の促進、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待されており、阿
波市と吉野川市で構成される西条大橋架橋促進期成会から早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

平成１６年４月１日に吉野川市（鴨島町を含む４町村）、平成１７年４月１日に阿波市（吉野町を含む４町）
が合併により誕生しており、より一層の交流促進が望まれている。

事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１６年度までに西条大橋を含む２．１ｋｍについて部分供用を行っている。また残る１．１ｋｍについ

ても用地買収が完了しており、ＪＲ袴線部を含む牛島高架橋等の工事を促進し、早期供用を図る。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

用地取得が価格交渉や境界紛争により難航した物件があるが、既に完了していることから、残る工事の進捗
を図り、平成２２年度末の完成供用を目指す。
施設の構造や工法の変更等

ＪＲ徳島本線を跨ぐ高架橋については自歩道を地下横断とすることにより、コスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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主要渋滞ポイント


